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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　鹿島神社例大祭では藤田商
店街の中心で神輿と山車のパ
フォーマンスが披露されます。
1t 近い神輿が大きく旋回する
迫力に、藤田のまちは観客か
らの大きな歓声で包まれまし
た。

十二神将像（所在地：国見町大字藤田字北地内）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
18

　鹿島神社境内に安置されている十二神将像。この仏像は、正保年間の頃（1644 ～ 1647 年）に奥州塩釜の住人斎藤
氏が当時流行していた眼病平癒のため寄進されたと伝わります。

　鹿島神社には、医薬神社がともに祀られ、薬師如来の守護神として祀られた十二神将像は、戦いの神として長い年月
を経過してもなお、力強い表情に威厳が見られます。

各地区で
　防災訓練

自分で守る自助

地域で助けあう共助

　

藤
田
・
山
崎
・
石
母
田
地
区

防
災
訓
練
が
10
月
11
日
、
小

坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
・
大
枝

地
区
防
災
訓
練
が
10
月
18
日
に

各
地
区
集
会
所
等
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
区
ご

と
に
防
災
行
政
無
線
（
同
報

系
）
に
よ
り
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
、
一
時
避
難
場
所
へ
の
避

難
及
び
安
否
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
各
地
区
中

央
集
会
所
等
で
自
主
防
災
会
が

主
体
と
な
り
様
々
な
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

地
区
ご
と
の
訓
練
で
は
、
防

災
倉
庫
の
確
認
や
炊
き
出
し
訓

練
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分

署
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
、
消
火
器
を
用
い
た
初

期
消
火
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
災
害
の
自
助
・

共
助
の
重
要
さ
を
再
確
認
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も「
国
見
町
防
災
の
手
引
き
」

を
活
用
し
、
万
が
一
の
災
害
に

備
え
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
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鹿
島
神
社
例
大
祭
が
10
月
23

日
と
24
日
、
旧
奥
州
街
道
藤
田

宿
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
神
輿
と
若

連
の
山
車
、
稚
児
が
華
や
か
に

町
内
を
練
り
歩
き
、
多
く
の
人

を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
例

大
祭
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ

る
「
も
み
合
い
」
に
は
、
そ
の

様
子
を
間
近
で
見
よ
う
と
多
く

の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
若
連

衆
の
勇
ま
し
い
か
け
声
、
山
車

と
山
車
が
神
輿
を
挟
ん
で
ぶ

つ
か
り
合
う
音
が
夜
空
に
響
き

渡
り
、
祭
り
の
盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。
4
町
若

連
の
山
車
に
よ
り
、
神
輿
が
鹿

島
神
社
へ
無
事
に
送
り
届
け
ら

れ
、
宮
入
り
を
終
え
る
と
、
町

は
静
け
さ
を
取
り
戻
し
、
秋
の

気
配
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

国
見
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

鹿
島
神
社

例
大
祭

【
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
】

　

鹿
島
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
国
見
町
は
10
月
17
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を

開
催
し
、
約
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
「
錦
町
太
鼓

保
存
会
」
が
お
囃
子
を
披
露

し
、
村
川
友
彦
福
島
県
史
学
会

会
長
か
ら
、
鹿
島
神
社
例
大
祭

の
起
源
や
本
祭
礼
の
特
徴
で
あ

る
「
も
み
合
い
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
か

ら
は
「
今
ま
で
な
ん
と
な
く
見

て
い
た
祭
礼
の
意
味
が
よ
く
わ

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

【
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
】　

　

国
見
町
歴
史
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
鹿
島
神
社
例

大
祭
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

企
画
情
報
課

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７

伝統を受け継ぐ
　　　　　　若者たち
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国見バーガーに新作登場

　

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

（
太
田
久
雄
代
表
取
締
役
）
は

「
国
見
バ
ー
ガ
ー
」
の
新
作
を

発
表
し
10
月
4
日
、
国
見
町
役

場
前
で
行
わ
れ
た
、
く
に
み
市

場
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
国
見
バ
ー
ガ
ー
に
加

わ
っ
た
の
は
、
麹
と
唐
辛
子
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
麹
な
ん
ば

ん
味
噌
」、
新
鮮
な
ト
マ
ト
と

レ
タ
ス
に
ス
パ
イ
シ
ー
な
サ
ル

サ
ソ
ー
ス
を
の
せ
た
「
ホ
ッ

ト
・
チ
リ
」、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

甘
み
と
香
り
が
際
立
つ
「
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
」
の
3
品
。
新
作
発

表
会
に
来
場
し
た
県
北
中
学
校

ホット ・ チリ麹なんばん味噌 ポテトサラダ

の
生
徒
や
子
ど
も
が
試
食
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

試
食
し
た
太
田
代
表
取
締
役
は

「
3
種
類
と
も
申
し
分
な
く
お

い
し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

新
作
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

国
見
バ
ー
ガ
ー
は
こ
れ
ま
で

の「
さ
ば
の
味
噌
煮
」と「
チ
ー

ズ
入
り
チ
キ
ン
カ
ツ
」
に
新
た

な
3
品
を
加
え
て
5
種
類
と
な

り
ま
し
た
。
販
売
箇
所
は
月
、

火
曜
日
は
「
ら
い
ふ
ぴ
あ
」
駐

車
場
、
木
曜
日
か
ら
土
曜
日
は

道
の
駅
「
安
達
」
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

国見バーガー
I

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

nformationふくしまバーガーサミット連覇

町商工会青年部

　

国
見
町
商
工
会
青
年
部
は
、

「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
５
」（
10
月
11
日
か

ら
12
日
）及
び「
ふ
く
し
ま
バ
ー

ガ
ー
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
ｉ
ｎ

桑
折
」（
10
月
18
日
）に
出
場
し
、

国
見
バ
ー
ガ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　
「
と
っ
と
り
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
鳥
取
県
大
山
町
で

行
わ
れ
た
全
国
最
大
級
の
ご
当

地
バ
ー
ガ
ー
の
祭
典
で
、
国
見

バ
ー
ガ
ー
は
東
北
地
方
か
ら
唯

一
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。「
結

果
は
目
標
と
し
て
い
た
ト
ッ
プ

とっとりバーガーフェスタ出場

10
入
り
は
果
た
せ
な
か
っ
た

が
、
東
北
か
ら
の
出
場
と
い
う

こ
と
で
注
目
を
集
め
、
地
元
新

聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
」
と

青
年
部
の
み
な
さ
ん
。

　
「
ふ
く
し
ま
バ
ー
ガ
ー
サ

ミ
ッ
ト
」
で
も
国
見
バ
ー
ガ
ー

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

昨
年
に
続
き
優
勝
。
2
連
覇
を

達
成
し
、
殿
堂
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
か
ら
報
告
を

受
け
た
太
田
久
雄
町
長
は
「
2

連
覇
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
の
力
が
ま
ち

づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠
。
今

後
も
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
と

5
つ
に
増
え
た
国
見
バ
ー
ガ
ー

の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

太田町長へ結果を報告する商工会青年部のみなさん

木のおもちゃが大集合
　ふれて、 遊んで…

森のおもちゃフェスティバル

 木育キャラバン in 国見町
○日時　11 月 28 日土、29 日日
　　　　午前 10 時から午後 4 時
○場所　観月台文化センター体育館
○問い合わせ　まちづくり交流課　☎ 585-2132

会場内は、木のおもちゃでいっぱい。
桜の聖母短期大学のお姉さん、県北森林
組合のお兄さんの楽しいコーナーも。

＊明日へのイルミネーション
　11/23 ～ 1/7
　観月台文化センター、役場庁舎、
　各地区中央集会所、藤田駅前広場
＊キャンドル・パーティー
　11/23　観月台文化センター
　　　　  各地区中央集会所
　12/23　グリーンアリーナ 923
　　　　   観月台文化センター
＊あつかし山ビッグツリー
　12/23 ～ 1/7
　点灯式　グリーンアリーナ 923
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    平成 27 年度
上半期執行状況

　平成 27 年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの上半
期執行状況をお知らせします。
　一般会計では、予算総額 158 億 5,513 万円（26
年度から繰越事業費分も含む）に対し収入済額
が 40 億 8,454 万 9 千円（収入率 25.8%）、支出
済 額 が 34 億 4,409 万 1 千 円（ 執 行 率 21.7%）
の執行状況です。各特別会計及び起債残高等に
ついては次のとおりです。
　各会計とも概ね計画通りに事業が執行されて
います。

●一般会計
【歳入】 （千円） 【歳出】 （千円）

区　　分 予算現額 収入済額 収 入 率
（％） 区　分 予算現額 支出済額 執 行 率

（％）
町 　 　 　 税 878,100 508,182 57.9 議　会　費 84,960 45,114 53.1 
地 方 譲 与 税 49,000 16,815 34.3 総 　 務 　 費 906,053 390,697 43.1 
各 種 交 付 金 105,176 103,300 98.2 民 　 生 　 費 1,094,047 465,353 42.5 
地方特例交付金 2,500 3,314 132.6 衛 　 生 　 費 738,456 227,867 30.9 
地 方 交 付 税 2,097,424 1,621,927 77.3 労 　 働 　 費 35,917 19,512 54.3 
分担金及び負担金 22,872 10,702 46.8 農林水産業費 836,577 86,793 10.4 
使用料及び手数料 95,500 43,018 45.0 商 　 工 　 費 106,066 53,609 50.5 
国 庫 支 出 金 1,100,066 181,353 16.5 土 　 木 　 費 2,040,623 136,564 6.7 
県 支 出 金 9,190,572 956,280 10.4 消 　 防 　 費 8,742,446 1,523,296 17.4 
財 産 収 入 2,271 737 32.5 教 　 育 　 費 760,530 296,820 39.0 
繰 入 金 432,515 222 0.1 災 害 復 旧 費 78,946 3,944 5.0 
繰 越 金 174,136 600,015 344.6 公 　 債 　 費 425,508 194,522 45.7 
諸 収 入 ほ か 103,764 37,084 35.7 諸 支 出 金 1 0 0.0 
町 債 1,601,234 1,600 0.1 予 　 備 　 費 5,000 0 0.0 
合 　 　 計 15,855,130 4,084,549 25.8 合 　 　 　 計 15,855,130 3,444,091 21.7 

●特別会計 （千円）

会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）
大木戸財産区特別会計 157 153 97.5 40 25.5 
入 山 財 産 区 特 別 会 計 173 187 108.1 54 31.2 
公共下水道事業特別会計 243,087 103,636 42.6 99,377 40.9 
後期高齢者医療特別会計 116,445 41,068 35.3 33,204 28.5 
国民健康保険特別会計 1,443,778 671,315 46.5 604,029 41.8 

介護保険
特別会計

保険事業勘定 1,117,807 518,830 46.4 421,756 37.7 
サービス事業勘定 711 710 99.9 0 0.0 

土地開発事業特別会計 49,503 31,477 63.6 1,000 2.0 
渇水対策施設特別会計 7,691 5,637 73.3 4,900 63.7 

●石母田財産区、北山組合一般会計 （千円）

会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）
石母田財産区一般会計 1,135 1,112 98.0 59 5.2 
北 山 組 合 一 般 会 計 426 447 104.9 129 30.3 

◆問い合わせ　総務課財政係　☎ 585-2114

●町債残高 （千円）
区　　分 9 月末残高

一 般 会 計 5,714,810 
水 道 事 業 304,284 
公共下水道事業 1,681,463 
合 　 　 計 7,700,557 

●水道事業会計 （千円）

区　分
収　　入 支　　出

予算
現額

収入
済額

予算
現額

支出
済額

収益的
収　支 257,935 123,386 241,181 63,249 

資本的
収　支 90,959 0 138,260 8,489 

税に関する作品
　コンクール 

　税の仕組みや目的を考える週間にあわせて実
施された『国見町小中学生「税に関する作品
コンクール」』には、書の部 243 点、標語の部
241 点の作品が寄せられました。
　応募された作品の審査会が 10 月 20 日開催さ
れ、福島税務署長賞、県北地方振興局長賞、町
長賞、教育長賞が決定しました。入選作品は町
文化祭や町申告会場（2 月中旬から 3 月中旬）
に展示します。受賞者は次のとおりです。

賞 学校名 学年 氏　　名 作　　品
福 島 税 務 署 長 賞 県北中 ２ 髙橋　萌恵 　税金で　みんなの願い　かなえてく
県北地方振興局長賞 国見小 ６ 和田　蒼生 　納税で　創るふる里　ぼくの町

国 見 町 長 賞
国見小 ６ 村上　楓月 　納税で　つながるふるさと　笑顔の輪
国見小 ６ 大槻　涼花 　税金で　明るい未来　国見町
県北中 ２ 佐藤　彩未 　税金は　より良い町を　つくります

国 見 町 教 育 長 賞
国見小 ６ 熊谷　瑞貴 　納税で　つくるみんなの　安心社会
国見小 ６ 安藤　千紗 　納税は　明るい社会の　支え合い
県北中 ２ 石川　柚奈 　税金が　輝く社会へ　道をつくる

【標語の部】　　敬称略

賞 学校名 学年 氏　　名
福 島 税 務 署 長 賞 国見小 ６ 安藤　慶乃
県北地方振興局長賞 県北中 １ 宗像　花恋

国 見 町 長 賞
国見小 ５ 大関　乃愛
国見小 ６ 安藤　千紗
県北中 １ 渋谷　雪乃

国 見 町 教 育 長 賞
国見小 ５ 吉田　真彩
国見小 ５ 内村　莉瑠
県北中 １ 佐久間琴梨

【書の部】　　敬称略 福島税務署長賞 県北地方振興局長賞

　太田久雄町長が
　　道路改良など要望書を提出

　太田久雄町長は 10 月 15 日、国土交通省福島河川国道
事務所及び福島県県北建設事務所を訪問し、両事務所長
へ要望活動を行いました。
　太田町長は、道の駅建設や国道及び県道拡幅工事への
協力に感謝を述べ、永尾慎一郎福島河川国道事務所長へ
道の駅建設への引き続きの支援や国道 4 号拡幅工事の早
期完成、栁沼政明県北建設事務所長へ県道の改良要望な
どの要望書をそれぞれ提出し、両事務所長へ今後もこれ
まで以上の町政への協力をお願いしました。

永尾河川国道事務所長へ要望書を渡す町長

栁沼県北建設事務所長へ要望書を渡す町長
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　国見町は、10 月 9 日に㈱東邦銀行と包括連携協定を、10
月 21 日には福島信用金庫と地域密着総合連携協定を締結し
ました。協定の締結により「まち・ひと・しごと」創

づ く り

生に
向けた取り組みを連携して進めることとなります。
　町では東邦銀行と福島信用金庫との協定締結に向け、空
き家対策への支援を要望していましたが、福島信用金庫が
10 月 1 日から、東邦銀行が 11 月 1 日から空き家解体ロー
ンの商品化にいたりました。
　さらに、東邦銀行は陸上競技部によるスポーツ教室の開
催が予定されているほか、福島信用金庫では創業・経営・
補助金等の相談会が 11 月に予定されており、具体的な取り
組みが始まります。なお、両金融機関との協定により、定住、
子育ての条件を満たせば、住宅ローン等の優遇金利を受け
ることができるようになります。詳しくは、東邦銀行桑折
支店、福島信用金庫国見支店にご相談ください。

【東邦銀行・福島信用金庫との協定の内容】
①　人口減少対策・地域経済活性化
②　地域産品の販売及び観光振興　
③　災害対策
④　地域や暮らしの安全・安心
⑤　地域社会の活性化と町民サービスの向上

ママと考えるまちづくり
　　　　　　　～大宮先生お話会～

　ママにやさしいまちづくりに向け、ママを対象にしたワーク
ショップを 10 月 17 日、国見町役場で行いました。
　桜の聖母短期大学の柴田千賀子准教授と学生の協力により、
庁舎 1 階のアカマツの広場がおしゃれなカフェに変身。コーヒー
や紅茶の香りが漂うなか、福島大学の大宮勇雄教授から「子育
ての視点からまちづくりを考える」というテーマで話がありま
した。ママと一緒に来た子どもたちも桜の聖母短大のお姉さん
と遊びながら参加し、楽しいひとときを過ごしました。
　町では、まち・ひと・しごと創生の取り組みとして、ママにや
さしいまちづくりを目指すこととしています。ママにやさしい

「まち」は、子どもにもやさしい「まち」であるはずです。ママ
の本音を聞き、まちづくりに活かす取り組みを始めています。

協
定
書
を
取
り
交
わ
す
太
田
町
長
と

北
村
清
士
取
締
役
頭
取

協
定
書
を
取
り
交
わ
す
太
田
町
長
と

樋
口
郁
雄
理
事
長

【東邦銀行・福島信用金庫の国見町民向け住宅ローン等優遇金利の概要】
プラン　　 対象 金利引下げ幅

定住促進支援　　　　　　国見町に町外から定住を希望する方 　固定選択型住宅ローンの店頭表示　

　金利より全期間一律年▲ 1.2%
子育て応援　　　　国見町在住で 20 歳未満の子どもがいる方

二世帯同居応援　　　国見町在住で父母または祖父母と同居する方

金融機関と
　　　連携協定締結

くにみ版
まち・ひと・しごと創生

　「秋の町民ウォーキング大会」と「こころを紡ぐ “ ひ
まわり ” のつどい」が 10 月 12 日、観月台文化センター
を中心に開催されました。
　第 1 部のウォーキング大会では、参加者が観月台
文化センターをスタートし、堰下古墳や藤田城跡な
ど町指定史跡を巡りながら藤田地区約 4 ｋｍのコー
スを歩きました。天候にも恵まれ、秋晴れのなか、
自分のペースでウォーキングを楽しみました。
　第 2 部のひまわりのつどいは、国見町体育協会主
催の復興支援事業で、今年で 5 回目の開催となりま
した。ウォーキング参加者など約 200 人が集まり、
健康ゲーム、健康チェック、スポーツ吹矢体験、3B
体操部の発表など盛りだくさんの内容で来場者は楽
しく心安らぐひと時を過ごしました。　

秋の町民
ウォーキング大会

　
　＆ひまわりのつどい

　東京くにみ会が 10 月 3 日、東京都平河町の「ルポー
ル麹町」で開催され、国見町に縁のある約 230 名が
参加しました。
　東京くにみ会は、国見町が東日本大震災や福島第
一原発事故からの復興・再生を果たし、将来に向け
歩み続けるために必要な「交流人口」の増加を目指
して昨年初めて開催し、今年で 2 回目の開催となり
ました。
　当日は、国見町を紹介するスライド上映や国見町
和楽器教室の子どもたちが演奏を披露し、会を盛り
上げました。また、会で提供された料理には国見産
の野菜を使用し、商店街の美味しい加工品も並べら
れました。懇談に入ると、同郷の方々が同じテーブ
ルに集まり、昔話に花を咲かせていました。
　今後も東京くにみ会をはじめとして、国見町を応
援していただくサポーターの輪を広げる取り組みを
進めていきたいと考えています。

東京くにみ会
　　～国見ファンの
　　　　　輪を広げよう～
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震災からの
「復旧・復興とまちづくり」をみんなで共有した時間

平成 27 年度
　　まちづくり懇談会
　今年のまちづくり懇談会は 10 月 25 日、テーマ
を「震災からの復旧・復興とまちづくり」とし、
昨年に続き会場を観月台文化センターの 1 カ所で
開催しました。
　懇談会では、国見町のこれまでの歩みを振り返
るビデオの上映、太田久雄町長より町の復旧・復
興状況とまちづくりについての説明と町の除染の
実施状況を中心とした資料の説明があり、参加し
たみなさんとの懇談を行いました。
　懇談会での主な内容は、次のとおりです。

Ｑ　

国
見
町
に
住
ん
で
い
る
外

　

国
人
の
方
が
活
躍
で
き
る
場

　

や
子
ど
も
た
ち
が
世
界
に
羽

　

ば
た
け
る
よ
う
、
国
際
交
流

　

の
面
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

　

ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

現
在
は
、
震
災
か
ら
の
復

　

旧
・
復
興
を
中
心
と
し
た
ま

　

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

　

ま
す
。
国
際
交
流
は
、
重
要

　

な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　

を
意
識
し
て
対
応
し
て
い
き

　

ま
す
。

Ｑ　

20
代
か
ら
30
代
の
若
い
世

　

代
が
、今
後
国
見
町
に
住
み
、

　

町
を
復
興
し
よ
う
と
い
う
意

　

識
が
あ
る
か
不
安
な
と
こ
ろ

　

が
あ
る
。

Ａ　

若
者
に
国
見
町
の
魅
力
を

　

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
復

　

旧
・
復
興
・
元
気
活
力
事
業

　

を
行
い
、
積
極
的
に
報
道
や

　

イ
ン
タ
ー
ネ
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ト
を
通
じ
て

　

目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
伝

　

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
の
復
旧
・
復
興
な
ど
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の
状
況
を
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者
に
伝
え
、
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者
と
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て
の
意
識
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も
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ま
く
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い
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す
。

Ｑ　

国
見
町
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産
業
は
、
農
業

　

が
基
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で
あ
る
が
、
米
や
果

　

樹
で
復
興
で
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か
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組
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い
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か
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い
う

　

問
題
が
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で
、
私
た
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は
何
を
し
た
ら
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い
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か
。

Ａ　

農
業
に
つ
い
て
は
、
大
変

　

な
状
況
で
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る
と
感
じ
て
い

　

ま
す
。
起
爆
剤
と
し
て
、
道
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駅
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備
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駅
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青
年
農
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者
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物
の
販

　

売
Ｐ
Ｒ
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緒
に
参
加
し
て

　

も
ら
い
、
若
者
が
農
業
に
精

　

通
し
て
い
く
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づ
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Ｑ　

体
育
協
会
や
文
化
団
体
連

　

絡
協
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会
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、
会
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が
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団
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消
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寿
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ラ
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も
、
高
齢
者

　

が
増
え
て
い
る
の
に
会
員
が

　

増
え
な
い
。
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団
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は
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ミ
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重
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ミ
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上
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な
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高
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と
っ
て
は
、
自
分
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場
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も
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会
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す
。

少年仲間づくり教室

「稲刈り体験」

　少年仲間づくり教室の「稲刈り体験教室」が 10
月 3 日、小坂アグリ株式会社（朽木勝之社長）の
田んぼで行われ、教室生 35 名が稲刈りを体験し
ました。
　大半の児童は、初めての稲刈りで、小坂アグリ、
伊達農業普及所、ＪＡ伊達みらい職員らの指導を
受けながら、稲刈りを行いました。
　はじめは危なっかしい手つきで鎌を使っていた
子どもたちでしたが、あっという間に稲刈りのコ
ツを覚え、稲を刈り取っていました。
　稲刈り体験の後は、炊き立ての「天のつぶ」と
豚汁が用意され、ご飯を何度もおかわりする子ど
ももいました。

　町文化祭の音楽芸能発表が 10 月 4 日、観月台
文化センター体育館で開催され、文化団体加盟の
21 団体、延べ 213 名が出演しました。合唱、舞踊、
カラオケなどの様々なジャンルで構成されたプロ
グラムは 83 演目にもわたり、出演者は日頃の練
習の成果を発表。プロ顔負けの舞台に観客も大盛
り上がりでした。
　10 月 30 日から 11 月 1 日にかけ、観月台文化
センターで総合展示会が開催されました。文化団
体加盟の 13 団体による作品展示のほか、幼稚園、
小中学校の作品や各種団体、コンテスト作品など
が体育館に所狭しと並び、多くの観客の目を楽し
ませました。

第 27 回市町村対抗
　福島県縦断駅伝競走大会

	
氏　名　 所属

監　督 酒井　　透 一般
コーチ 髙橋　豊光 一般
コーチ 中野　貴大 一般

1 区 髙橋　香澄 高 1
2 区 松浦　貴昭 高 3
3 区 佐藤悠貴也 中 2
4 区 鈴木　　悠 高 1
5 区 髙橋　篤輝 高 1
6 区 大槻　　航 高 1
7 区 齋藤　　翔 中 3
8 区 山﨑　達也 中 2
9 区 佐藤　雪音 中 3

10 区 鈴木　晴馬 高 2
11 区 宍戸樹里直 高 2
12 区 桐澤　　楓 高 2
13 区 佐藤　淳哉 中 3
14 区 佐藤　　凌 中 3
15 区 渡邉　ゆき 中 3
16 区 山田　哲也 一般

補　欠 佐藤　温史 一般
補　欠 後藤　仁志 一般
補　欠 中野　貴大 一般
補　欠 佐藤　玲温 中 3
補　欠 梅谷　思保 一般
補　欠 鈴木ほのか 中 1

酒井　透	さん
国見町チーム監督

文化の力で魅力あふれる町に

第 44 回国見町文化祭

　昨年度の大会では、目標であった敢闘賞を受賞することが
できましたので、今年度は「総合 20 位台」「町の部入賞」を
目指して、白河から福島までチーム一丸となって襷をつない
で参りたいと思います。次代を担う中・高校生の活躍をご期
待いただき、みなさまの温かいご声援をお願いいたします。

11 月 15日
午前 7時 40分スタート！
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第 3 回はつらつ運動教室参加者募集のおしらせ
　国見町では介護予防の一環として、生活機能が
低下して要介護状態となるおそれの高い高齢者を
対象に、はつらつ運動教室（介護予防教室）を開
催します。
●日程　平成 28 年 1 月 6 日水から 3 月 23 日水
　　　　毎週水曜日　午前 9 時 30 分から午前 11
　　　　時 30 分　全 12 回
●場所　こさかふるさと館（旧小坂小学校）
●参加費用　無料
●講師　ＹＡＧＯメディカルフィットネスクラブ
　　　　健康運動指導士　滝口義光　氏
●定員　15 名（先着順ではありませんのでご了承
　　　　願います。）
●対象者　65 歳から 79 歳の運動器機能低下への
　　　　　不安がある方

　このごろ「転びやすくなった」「体の動きが鈍い」
「筋肉が落ちた」など気になる方はご連絡ください。

電話または長寿介護係窓口で基本チェックリスト
を実施します。
　申し込み多数の場合、リスクが高い方から順番
に当教室への参加をご案内します。また今年度、
介護予防教室の参加者は対象外となります。
☆家から会場まで「送迎」しますので、交通手段
　のない方も安心して参加してください。

●受付期間　11 月 11 日水から 11 月 27 日金
　　　　　　受付時間は平日午前 8 時 30 分から
　　　　　　午後 5 時 15 分まで
◆申込み・問い合わせ　保健福祉課長寿介護係
　　　　　　　　　　　☎ 585-2125

平成 28 年 1 月より
　　　「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります
　介護保険制度の改正により、介護予防・日常生
活支援総合事業（以下、総合事業）が創設されま
した。
　総合事業の開始により、介護保険の要支援 1・2
の認定を受けている方を対象とした予防給付の訪
問介護（ヘルパー）と通所介護（デイサービス）は、
国の一律の基準に基づくサービスから市町村が実
施する総合事業に移行します。

　国見町は、平成 28 年 1 月より総合事業へ移行
します。
　また、今後国見町では、誰もが参加できる、身
近な場所での「体操教室」など、介護予防活動に
よる地域づくりを進めていきます。
　なお、総合事業について、来月号に詳しく掲載
する予定です。
◆問い合わせ　保健福祉課長寿介護係
　　　　　　　☎ 585-2125

農業委員会の動き

　10 月 22 日に定例総会が開催され、次のとおり
確認されました。

・農地所有権移転　　　　　　　2 件
・農地賃貸借　　　　　　　　　1 件
・農地使用貸借　　　　　　　　1 件
・農地転用　　　　　　　　　　2 件
・農地合意解約　　　　　　　　2 件
・農用地利用集積計画の決定

　11 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

◆日　時　11 月 20 日金　午後 1 時 30 分から
◆場　所　国見町役場　大会議室

◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

福島県議会議員一般選挙は 11 月 15 日日
県の復興・再生に向けた大変重要な選挙です。棄権しないで投票しましょう！

◆問い合わせ　国見町選挙管理委員会
　　　　　　　☎ 585-2112

　　　期日前投票は、11 月 14 日土まで
　　観月台文化センター多目的ホールで
　　実施中です。
　　◆期日前投票時間
　　　午前 8 時 30 分から午後 8 時

◆投票時間　午前 7 時から午後 6 時まで

◆投票所　　藤　田　観月台文化センター
　　　  　　   小　坂　小坂農村総合管理センター
　　　　         森江野　森江野町民センター
　　　　         大木戸　大木戸ふれあいセンター
　　　　         大　枝    国見東部高齢者等活性化
                                           センター

　国見町では 10 月から専門の相談員と町の保健
師による心の健康相談室を開設しています。11 月
は 14 日土に開設します。
　「仕事で平日は相談に行けない」「学校では言え
ない悩みがある」「最近、仕事の事ばかり考えて眠
れない……」
　このような悩みがある方は、是非一度相談して
みませんか？
　専門的な訓練を受けた相談員や保健師が面談を
行い、継続的な支援、受診のお手伝いなど一人一
人の状況に合わせて対応させていただきます。
　あなたの悩みを解決するお手伝いをさせてくだ
さい。

心の健康相談室の開設について

◆日　時　11 月 14 日土　午前 9 時から正午　
　　　　　※今年度最後の相談日となります
◆場　所　観月台文化センター
◆面談者　専門の相談員又は町の保健師
◆申込み方法　電話または窓口でお申込みくださ
　　　　　　　い。（※完全予約制）
◆申込み期間　11 月 13 日金まで
◆申込み・問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　
　　　　　　　　　　　☎ 585-2793
※個人情報は遵守させて頂きますので、お気軽に
　安心してご相談下さい。　
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住宅除染を終了！
　住宅除染については、平成 25 年度から平成 27 年
度の 3 か年で実施する計画で取り組んでまいりまし
た。最終年度となる平成 27 年度においては、藤田方
部 6 町内会の円滑な除染の推進と早期完了に向けて
取り組んでおりましたが、去る 10 月 8 日をもって
現場での作業が終了いたしました。約半年前倒しで
の除染作業終了となりました。
　また、東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会
議役員会が 10 月 21 日開催され、報告事項として住
宅除染の現場での作業が終了したことや、風評被害
対策等の復旧復興の取り組み状況について報告しま
した。

東京電力㈱への
　損害賠償請求書を手交
　10 月 9 日、福島第一原発事故に伴う損害賠償請
求書を東京電力㈱福島復興本社の林孝之副代表に
手交しました。
　賠償の対象期間は、平成 26 年 4 月から 1 年間
で放射線対策に関わる職員の人件費や風評被害対
策費など、誠意ある対応と早急な支払いを強く要
求しました。

「神社」等の除染を
　　　　　　実施します！

東電福島復興本社林孝之副代表に請求書を手渡
す太田町長

　町では、本年度計画している「神社」等を対象
とした除染を町内業者 16 社で組織する「国見町
復興有限責任事業組合」に委託して実施いたしま
す。
　町内全方部を対象として、円滑な除染作業の推
進を目指していきますので、ご理解とご協力をお
願いします。
　〔除染対象〕神社・仏閣など

方　部
平成 27 年度計画分

作業終了
平成 26 年度

実施分
平成 25 年度

実施分

平成 25 年度から
平成 27 年度除染

終了合計

藤田方部 313 件　 759 件 360 件 1,432 件

小坂方部 ―　 312 件 310 件 622 件

森江野方部 ―　 296 件 190 件 486 件

大木戸方部 ―　 288 件 60 件 348 件

大枝方部 ―　 68 件 129 件 197 件

合　計 313 件　 1,723 件 1,049 件 3,085 件

・代表者　新村　国夫
・活動日　毎月月末 
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 45 人
・会　費　 3,000 円 / 年
・連絡先　 ☎ 585-3998 

−プロフィール−

VOL.50

くにみ熟年クラブ

国見小学校（3 年生）

『川で遊んだこと』『きれいな山だね』
岩渕　心音 『かっこいいな』

　

サ
ー
ク
ル
の
主
な
活
動
は
、

例
会
、
旅
行
、
親
睦
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
会
で
は
、

旬
の
料
理
教
室
、
転
倒
を
防
止

す
る
た
め
の
体
操
、
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
を
使
っ
た
小
物
作
り
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
招
き
、
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
旅
行
は
、
春
に
夏
井
川

の
千
本
桜
と
金
澤
翔
子
美
術
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、

仙
台
の
水
族
館
見
学
と
松
島
遊

覧
を
行
い
、
参
加
者
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
る
と
、
家
か
ら
出

る
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な
り
、

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
さ
ら
新
し
い
こ

と
を
始
め
た
く
な
い
と
思
う
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
言
わ
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
年
齢
も
男
女
も
問
い

ま
せ
ん
。
誰
で
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申
込

み
希
望
の
方
は
代
表
者
ま
た

は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

熟
年
ク
ラ
ブ
と
は
何
を
す
る

サ
ー
ク
ル
で
す
か
？
と
い
う
質

問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
熟
年
ク

ラ
ブ
は
毎
月
み
ん
な
で
集
ま

り
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
様
々

な
活
動
に
取
り
組
む
サ
ー
ク
ル

で
す
。
特
別
な
道
具
も
才
能
も

い
り
ま
せ
ん
。

　

熟
年
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
19
年

6
月
に
生
涯
学
習
課
の
成
人
学

級
の
卒
業
生
30
人
で
設
立
し
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。
長
寿
社
会
に

な
っ
た
現
在
、
生
涯
健
康
で
長

生
き
し
、
日
々
楽
し
く
新
し
い

友
達
を
作
り
な
が
ら
親
睦
を
深

め
て
活
動
す
る
こ
と
が
サ
ー
ク

ル
の
目
的
で
す
。

加藤　沙菜
松浦　謙也
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▲ 10 月 10 日　藤田保育所運動会

▼ 10 月 3 日　くにみ幼稚園運動会

　　　　幼小中一貫教育事業

　　くにみっ子
　　　　　まつり

　

今
年
も
幼
小
中
一
貫
教
育
事

業
「
く
に
み
っ
子
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
、
く
に
み
幼
稚
園
・
国

見
小
学
校
・
県
北
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
り
、

ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
作
成
や
交
流
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
県
北
中
学

校
美
術
部
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
原

画
を
縦
約
4
ｍ
、
横
約
6
・
5

ｍ
の
巨
大
な
ち
ぎ
り
絵
に
し
、

班
ご
と
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
は

10
月
27
日
、
国
見
小
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
た
「
く
に
み
っ
子

の
つ
ど
い
」
で
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。
く
に
み
っ
子
の
つ
ど

い
で
は
、
学
校
ご
と
に
ダ
ン
ス

や
合
唱
の
発
表
も
あ
り
、
最
後

に
、
全
員
で
の
合
唱
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
体
育
館
に
は
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
歌
声
が
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

①くにみっ子みんなで作った　
　ビッグアート
②会場を盛り上げながら進行し
　てくれた中学生
③小学生による合唱の発表
④上級生が下級生をリードし、　
　頑張ってくれました。
⑤幼稚園児によるダンスの発表

①

②④ ③

⑤
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くにみももたんとホタピーも駆けつけました

なりすまし詐欺撲滅へ
　「だまされないぞ !!」大作戦
　福島北警察署桑折分庁舎は国見町や桑折町、金融防犯協会
と協賛で、なりすまし詐欺への注意を求めるステッカーを作
成し 10 月 8 日、公立藤田総合病院へ贈呈しました。
　贈呈式では、杉山英男福島北警察署長から菊地勝彦事務長
へステッカーが手渡され、病院利用者へ配布し、なりすまし
詐欺への注意を呼びかけました。

　70 回献血に協力いただいた伊藤隆道さんに日本赤十字社よ
り銀色有功章と感謝状が贈られ、伝達式が 9 月 29 日、国見町
役場で行われました。
　式では太田久雄町長から銀色有功章が伊藤さんへ手渡され
ました。伊藤さんは「人の命を救いたいとの思いから献血を
続けてきた、今後も続けていきたい」と話されていました。

　国見町自衛隊協力会会長の三瓶茂さんは、陸上自衛隊福島
駐屯地司令より感謝状を受け 10 月 5 日、国見町役場で太田久
雄町長へ感謝状受賞を報告しました。
　会長就任以来、福島駐屯地行事への参加など積極的な活動
に対し感謝状が贈られました。三瓶さんは「多くの方に自衛
隊協力会の活動を知ってもらいたい」と話されていました。

福島駐屯地行事等へ尽力
　陸上自衛隊福島駐屯地より感謝状

感謝状受賞を太田町長へ報告する三瓶さん

　大木戸地区スポーツ振興会（渡辺正弘会長）主催のソフト
ボール大会が 10 月 4 日、旧大木戸小学校校庭で開催されまし
た。
　小学生から大人まで幅広い年齢層の選手が地区ごとにチー
ムを編成し、熱い戦いが繰り広げられました。初めての開催
でしたが、参加者はスポーツを通して交流を深めていました。

旧大木戸小学校で第 1 回大木戸地区
　ソフトボール大会開催

太田町長から銀色有功章を受け取る伊藤さん

ソフトボール大会に参加されたみなさん

献血に多大な貢献
　日本赤十字社より銀色有功章

白熱した綱引きの結果は…?

小坂地区を盛り上げます
　小坂地区で大運動会を開催
　小坂地区スポーツ振興会（佐藤清二会長）主催の小坂地区
運動会が 9 月 27 日、旧小坂小学校校庭で開催されました。
　運動会には、小坂地区のみなさん約 300 人が参加し、借り
物競争や短距離走などが行われました。綱引きや玉入れなど、
地区対抗の競技もあり、自分のチームを応援する大きな声援
が響き渡っていました。

先生の登場に大盛り上がり

初めてのオペラの世界
　国見小でファミリーシアター開催
　ファミリーシアターが 10 月 29 日、国見小学校体育館で開
催されました。国見小学校児童は「混声 4 重唱とあそぼう！
オペラってなぁに？」と題した、オペラと声楽の世界を楽し
みながら学びました。オペラ「セヴィリアの理髪師」の中では、
サプライズで先生が登場し、生徒たちは大盛り上がりでした。

　統計調査員への感謝状などの伝達が 10 月 21 日、国見町役
場で行われました。
　町統計調査員の大内勝美さんへ経済産業省から感謝状が贈
られました。また、阿部秀男さんと八巻毅さんへ伊達郡統計
協会から表彰状がそれぞれ贈られました。長年に亘る統計調
査員としての功績が認められての受賞となりました。

統計調査に多大な貢献
　経済産業省より感謝状

経済産業省より感謝状を受けた大内さん

　「第 2 回市町村対抗福島県ソフトボール大会」が 10 月 17 日
から相馬市で開催されました。
　国見町代表チームは 18 日、本宮市と対戦し、0 対 5 で惜し
くも敗れましたが、最後まで粘り強く、緊張感ある対戦に、
会場から惜しみない拍手が贈られました。

奮戦！第 2 回市町村対抗
　福島県ソフトボール大会

村まつりの様子

好投を見せた佐藤健朗投手

美化作業ありがとうございました

シルバー人材センター
　清掃奉仕作業を実施
　国見町シルバー人材センターは 10 月 10 日、観月台文化セ
ンターとＪＲ藤田駅周辺で清掃奉仕作業を行いました。
　シルバー人材センター会員約 30 名が参加し、草むしりやご
み拾いなどが行われました。会員のみなさんは、社会貢献活
動の一環として、10 月 15 日のシルバーの日に合わせて毎年
清掃作業を実施しています。

笑顔あふれる
　貝田宿・村まつり
　貝田宿村まつりが 10 月 11 日、貝田地区の水雲神社境内で
行われ、貝田地区のみなさんを中心に多くの方が集まりまし
た。
　村まつり会場には、露店が立ち並び、大抽選会や七福神に
よる招福の舞が披露されました。一時雨が降りましたが、参
加したみなさんは楽しいひとときを過ごしました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 9 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 3 月生まれ）

1 月 28 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

1 月 6 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

食育シリーズ
　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の
子どもたちを対象に食育教室を開催しています。10 月は 2 回実施しました。

くにみ幼稚園
年長組

『正しい箸の
持ち方に
ついて』

インフォメーション

「心の健康相談」のお知らせ
　県北保健福祉事務所では、職場や地域社会・家庭の中でのストレス等の影響で、心の悩みを抱えている方が、
専門の医師に相談する場として「心の健康相談」を実施しています。お気軽にご相談ください。

◆日程　12 月 21 日月、平成 28 年 1 月 20 日水　午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分
◆場所　県北保健福祉事務所
◆申込み方法　予約制ですので前日までに電話でお申込みください。
◆申込み・問い合わせ　県北保健福祉事務所　健康福祉部　障がい者支援チーム　☎ 534-4300

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

インフルエンザを予防しよう !!
　インフルエンザを「たかが風邪の一種」と考えていませんか？高齢者が感染すると、持病を悪化
させたり合併症を引き起こし、重症化しやすくなったりするので注意が必要です。
　インフルエンザウィルスは湿度に弱いので、室内では適度の湿度を保つようにし、また、外出時の
マスクの着用や帰宅時のうがい、手洗いが大切です。そして予防の基本は、流行前に予防接種を受け
ることです。
　町では 65 歳以上の高齢者を対象に指定医療機関において、インフルエンザ予防接種を 4,860 円の
うち自己負担 1,300 円で実施しています。インフルエンザ予防接種は、効果が現れるまで 2 週間程度
かかり、効果は約 5 カ月持続します。実施期間は 12 月 28 日までとなっていますので、早めに接種
されることをお勧めします。

健康コラム
体を動かして心と体を元気に

　運動は、肥満や生活習慣病を防ぐだけでなく、脳や神経を活性化させ、認知症も防ぎます。自分
にあった運動習慣を身につけましょう。

今より 1 日 10 分多く
　　　体を動かしましょう

■歩く機会を増やしましょう

　　歩くことは、一番身近な運動です。大股で歩く、腕をしっかり振るなど、運動を意識して歩いて
　みましょう。

■合言葉は「＋（プラス）１０（テン）」
　　いきなり激しい運動をはじめると、けがなどの危険性があります。まずは「＋（プラス）10（テ
　ン）」、つまり今より 1 日 10 分多く活動することを意識してみましょう。

■日常生活で工夫しましょう
　　普段は使わない階段を利用したり、テレビを見ながら運動
　したりと日々の生活の中で工夫して体を動かしましょう。掃
　除や洗濯などの家事も立派な運動です。
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公
立
藤
田
総
合
病
院

第
44
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て

「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

11
月
26
日
木
午
後
4

時
か
ら

▼
会
場　

公
立
藤
田
総
合
病
院

受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ▼
演
題　

減
塩
の
す
す
め
～
上

手
な
塩
の
減
ら
し
方
教
え
ま

す
！
～

▼
講
師　

寺
島
梢
管
理
栄
養
士

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
16
日
月
か
ら
22
日
日
ま
で
の

7
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
電

話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
。）

に
お
い
て
も
、
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

11
月
16
日
月
か
ら
22

日
日
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
7
時
ま
で
（
11
月
21
日
土

と
22
日
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
）

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０
（
全
国
共
通
）

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課白
色
申
告
の
方
の
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は

山
林
所
得
の
合
計
額
が
3
百
万

円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保

存
が
、平
成
26
年
1
月
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業

務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

の
必
要
が
な
い
方
を
含
む
）
に

つ
い
て
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
福
島
税
務
署
個
人
課
税
第
一

部
門

☎
５
３
４
‐
３
１
２
１

創
業
・
経
営
・
補
助
金

な
ん
で
も
相
談
会
開
催

　

福
島
信
用
金
庫
で
は
、
地
域

密
着
総
合
連
携
協
定
事
業
の
一

環
と
し
て
、
国
見
町
・
桑
折
町

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、創
業
・

経
営
・
補
助
金
に
関
す
る
「
な

ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
中
小
企
業
診
断
士
・
経
営

士
が
対
応
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
に
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
18
日
水
午
前
10

時
か
ら
正
午

▼
場
所　

福
島
信
用
金
庫
桑
折

支
店

問
福
島
信
用
金
庫
国
見
支
店

☎
５
８
５
‐
２
３
２
１

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、

仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

高
年
齢
者
に
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
社
会
参
加

を
紹
介
し
、
高
年
齢
者
の
生
き

「心配ごと相談」
   開催日 12 月 4 日金（人権相談）、24 日木

   時　間  午前 9 時から正午

   場　所  観月台文化センター第 2 和室

   相談員  民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　12 月 15 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【北側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

お
知
ら
せ

12 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,661 人　（△ 3）
　　  男　　    4,649 人　（ ‐ ）
     　 女　         5,012 人　（△ 3）　
　    世帯　  　3,402 世帯（+ 4）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 9 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　11 月 12 日、19 日、26 日
　　　　　　　　    12 月    3 日、  10 日、17 日、24 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の
届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
9 月 21 日～ 10 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

高野　佳
か お り

織ちゃん
憲一さん　恵美子さん（ 大 坂 ）

●結 婚 お め で と う ●　

佐藤　学さん
橋本　蘭さん （ 鳥 取 ）

が
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
く
公
益
団
体
で
す
。

60
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
入
会
く
だ
さ
い
。
特
に
、
施

設
清
掃
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
国
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

☎
５
８
５
‐
３
４
０
５

ふ
く
し
ま
観
光
復
興
促

進
特
区

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
に
基
づ
き
、
福
島
県
と
県

内
51
市
町
村
が
共
同
で
申
請
し

た
「
ふ
く
し
ま
観
光
復
興
促
進

特
区
（
福
島
県
復
興
推
進
計

画
）」
が
、
国
に
よ
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
復
興
産
業
集

積
区
域
内
に
お
い
て
、
集
積
を

目
指
す
と
さ
れ
た
業
種
の
う

ち
、
新
規
投
資
や
被
災
者
雇
用

な
ど
の
復
興
に
寄
与
す
る
事
業

を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人
事
業

者
に
税
制
の
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
商
工
観

光
係

☎
５
８
５
‐
２
２
３
８

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

　
　
第
10
回
そ
ば
祭
り

　

今
年
も
恒
例
の
そ
ば
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
小
坂
産
の
お
い

し
い
蕎
麦
を
は
じ
め
食
べ
物
を

沢
山
用
意
し
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
29
日
日
午
前
9

時
か
ら

▼
場
所　

小
坂
農
村
総
合
管
理

セ
ン
タ
ー

問
冨
塚

☎
５
８
５
‐
３
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す

る
お
知
ら
せ

　

通
知
カ
ー
ド
は
11
月
下
旬

頃
、
10
月
5
日
時
点
の
住
民
票

の
住
所
地
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。ま
た
、

や
む
を
得
ず
、
住
所
地
で
な
い

居
所
に
お
住
ま
い
の
方
は
戸
籍

係
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
５

佐藤　フヂさん 88 （石母田東）
樋口金三郎さん 90 （ 板 橋 南 ）
遠藤アキヨさん 65 （ 第 ２ ）
村上　正義さん 93 （ 第 ８ ）
高橋　照治さん 88 （ 鳥 取 ）
遠藤　善文さん 79 （ 第 ２ ）
小林　貞子さん 92 （ 第 ７ ）
桵澤　啓二さん 60 （ 並 柳 ）
市川　トシさん 87 （国見の里）
小野　利一さん 71 （ 第 ４ ）
蓬田　ツヤさん 84 （ 第 ９ ）
吉田　　稔さん 77 （ 貝 田 ）
佐々木二郎さん 90 （石母田西）

菅野　智
ち え こ

恵子ちゃん
善博さん　梨絵さん （ 大 坂 ）

佐藤　歩
あ ゆ か

佳ちゃん
裕敬さん　真弓さん （ 徳 江 北 ）

野田　佳
か す け

助ちゃん
弘さん　美綺さん （源宗山北）

岩崎　珠
あ す か

華ちゃん
翔太さん　ひかるさん（ 第 １ ２ ）

清野　寛
ひ ろ と

人ちゃん
正人さん　亜矢子さん（藤田光陽）
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行事のお知らせ

紅
葉
の
錦
に
息
を
の
む

　 

中
高
年
の
た
め
の
登
山
教
室

賀寿受賞のみなさん

元
気
に
長
生
き

　
　
　
阿
津
賀
志
学
級
寿
祝
敬
老
会

　

10
月
16
日
、
阿
津
賀
志
学
級

の
寿
祝
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
卒
寿
の
安
藤
政
治
さ
ん
を

は
じ
め
、
米
寿
、
喜
寿
、
古
希

の
10
人
を
祝
う
と
と
も
に
、
健

康
で
長
寿
を
祈
り
ま
し
た
。

　

中
村
学
級
委
員
長
、
太
田
久

雄
町
長
か
ら
、
長
き
に
亘
っ
て

社
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
、
寿
祝
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
海
林
一
樹
議
会
議
長
か
ら

の
祝
辞
の
後
、
学
級
委
員
長
か

ら
、
賀
詞
の
授
与
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
島
神
社
宮
司
の
寿
祝
神
事

が
、
厳
粛
に
進
め
ら
れ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
五
十
嵐
房
子
さ

ん
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
し

た
。

　

閉
会
後
に
は
、
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

入
り
ま
し
た
。
琴
の
演
奏
、
詩

吟
、
踊
り
、
歌
が
あ
り
、
参
加

者
の
み
な
さ
ん
は
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
と
10
月
20
日
、
日

本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
認
定
ガ
イ

ド
奥
田
博
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、
中
高
年
を
対
象
と
し
た

登
山
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
24
人
は
1
回
目
の
講

義
で
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
や
火

山
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
仙

台
市
の
三
方
倉
山
登
山
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
急
坂
の
登
り
下
り

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
の
絶
景
を
満
喫
し
ま

し
た
。

11 月 10 日 火 子ども移動図書館（3 年生）
11 日 水 くにみ女性教室
12 日 木 子ども移動図書館（2 年生）
13 日 金 成人学級
14 日 土 国見っ子わんぱく広場

子ども和楽器体験教室⑥
選書会
子ども司書講座

15 日 日 ふくしま駅伝
17 日 火 子ども移動図書館（1 年生）

3 学級合同学習　
19 日 木 子ども移動図書館（3 年生）
21 日 土 青少年健全育成町民大会
22 日 日 スポーツ少年団駅伝大会
24 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
25 日 水 子ども移動図書館（1 年生）
26 日 木 ブックスタート
28 日 土 国見町教育フォーラム 2015

12 月 2 日 水 子ども移動図書館（3 年生）
3 日 木 阿津賀志学級
5 日 土 子ども和楽器体験教室⑦

10 日 木 くにみ女性教室
11 日 金 3 学級合同学習
12 日 土 こどもまつり

先生の説明に耳を傾ける

パ
パ
ッ
と
お
い
し
く
！

　
　
　
　
男
の
料
理
教
室

　

9
月
15
日
と
10
月
20
日
、
25

人
が
参
加
し「
男
の
料
理
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
つ
か
し
料
理
ク
ラ
ブ
（
後

藤
邦
彦
会
長
）
と
の
連
携
講
座

で
、
1
回
目
は
笠
松
金
次
さ
ん

（
う
ぶ
か
の
郷
調
理
員
）
を
講

師
に
「
旬
の
秋
食
材
で
美
味
し

い
天
ぷ
ら
」、
2
回
目
は
町
管

理
栄
養
士
を
講
師
に
「
簡
単
お

つ
ま
み
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

調
理
の
コ
ツ
を
学
び
な
が

ら
、
一
杯
飲
め
そ
う
な
料
理
が

完
成
し
ま
し
た
。

子
ど
も
楽
人
誕
生
！

　
　
　
　
子
ど
も
太
々
神
楽
教
室

　

9
月
5
日
か
ら
8
回
に
渡

り
、
子
ど
も
太
々
神
楽
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽
保

存
会
（
佐
藤
清
二
会
長
）
と
の

連
携
講
座
で
、
小
学
生
9
人
が

伝
統
芸
能
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
先
輩
楽
人
か
ら
指
導

を
受
け
、
み
る
み
る
上
達
。
教

室
の
終
了
後
も
続
け
た
い
、
と

意
欲
的
な
声
が
聞
か
れ
、
新
た

な
後
継
者
の
誕
生
と
な
り
ま
し

た
。

国見町の歴史・魅力を伝える
　　案内ボランティア募集！
【養成講座内容】

　・歴史に関わるイベントへの参加
　・個別研修への参加
　※詳細は参加者に通知

【定員】　10 名
【申込み・問い合わせ】

　生涯学習課　☎ 585-2676
　歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967

【日時】 　11 月 24 日火　午後 1 時 30 分から
【会場】　森江野町民センター
【内容】　『森江野　歴史と伝説の里』

　　　　　講師：笠松　金次　氏

　

第 16 回国見町青少年
健全育成推進町民大会

【日時】11 月 21 日土　午前 9 時 30 分から
【場所】観月台文化センター大研修室
【内容】○国見町青少年育成町民会議表彰

　　　  ○「家庭の日」作品コンクール表彰
　　　  ○作文発表「家庭の日」
　　　  ○大会宣言　

【記念講演】
　　　演題『百年の羅針盤』　
　　　講師　高野　保夫　氏
　　　　　　（福島大学名誉教授）

郷土史研究会
　森江野方部講演会開催 !

本番に向けて猛練習

第３回　復興・絆　魂の響き　和太鼓フェスティバル
　【日時】　　12 月 13 日日　午後 2 時開演　【入場料】　無料（要入場整理券）※整理券配布終了しました。
木住野佳子　with　 Maiko
　【日時】　　12 月 19 日土　午後６時開演【入場料】　無料（要入場整理券）※整理券残りわずか！
川嶋あいコンサート２０１５
　【日時】　　12 月 26 日土　午後 5 時 30 分開演【入場料】　全席指定 5,000 円（当日 5,500 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※チケット残りわずか！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ　観月台文化センター　☎ 585-2676

観月台文化センターホール情報

天ぷらは温度管理が大事

27 26
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放送日 放　送　内　容

11/13 「子ども達が体験！！」

放送日 放　送　内　容

11/20 「冬の訪れを告げる…」

11/27 「国見に残る近代化遺産」

12/4 「寒さを吹き飛ばす○○」

鹿島神社例大祭の取材に行って

きました。長年国見町に居なが

ら、初めて宮入りまで見ました。

もみ合いの迫力に圧倒されなが

らも、みなさんに助けていただ

き、最後まで撮影できました。

ありがとうございました。	（Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ11月

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14

・広報くにみ
11月号発行日

・くにみ女性教室
・いきいきサロン
第3（午前11時～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・心の健康相談室
・国見っ子わんぱく
広場

15 16 17 18 19 20 21
・福島県議会議員
一般選挙投票日
・ふくしま駅伝

・いきいきサロン
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・3学級合同学習
・いきいきサロン
德北（午前11時半～）
内谷・鳥取
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・乳幼児健診3歳
6か月
・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・青少年健全育成
町民大会

22 23 24 25 26 27 28
・スポーツ少年団
駅伝大会

勤労感謝の日
・イルミネーション
点灯式
・キャンドルパーティー

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・乳幼児健診3・9
か月
・いきいきサロン
泉田中（午前10時～）
大枝（午前11時～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・くにみ市場
・森のおもちゃフェス
ティバル
・国見町教育フォー
ラム2015
・生活改善相談会

29 30 12/1 12/2 12/3 12/4 12/5
・くにみ市場
・森のおもちゃフェ
スティバル

・税金等納期限
固定資産税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料
・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・阿津賀志学級
・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・人権相談
・いきいきサロン
第4（午前10時～）

12/6 12/7 12/8 12/9 12/10 12/11 12/12
・観月台文化センター
休館日
・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・広報くにみ
12月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・くにみ女性教室
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）
・3学級合同学習会

・こどもまつり


